
「今後の社会資本の維持管理･更新のあり方について」 （答申） フォローアップ

平成25年12月の「今後の社会資本の維持管理･更新のあり方について」（答申）における国土交通省等が戦略的な維持
管理･更新のために重点的に講ずべき具体的施策を踏まえた取組状況について報告。

技術部会からの提言等

答申における主要施策の取組状況

• 長期的視点に立った維持管理・更新計画の策定
 交付金等による支援により、個別施設計画の策定を推進中であり、H32年度までに策定予定

• 維持管理・更新に係る予算確保
 防災・安全交付金等により、老朽化対策等を重点的に支援

• 施設の点検・診断、評価、設計及び修繕等を実施するための技術者の育成・支援、資格制度の確立
 H26年度に、技術者資格登録規程の制定により民間資格の登録制度を構築するとともに、維持管理分野50

資格を登録。
 H27年度には、対象に新設分野も加え、新たに111資格を登録。H28年度発注業務より活用予定。
 H26年度より、国の研修に地方公共団体等職員の参加を呼びかけ

２．維持管理・更新をシステマチックに行うための取組

• 全ての施設の健全性等を正しく着実に把握するための仕組みの確立
 基準の見直しをH26年度までに概ね完了し、順次点検・修繕を実施中

• 維持管理・更新に係る情報の収集・蓄積とカルテの整備
 H26年度からデータベースの運用を開始しており、インフラ長寿命化
計画（行動計画）に基づき、全ての分野で着実に実施

 「社会資本情報プラットフォーム」はH27年3月から一部運用開始
• 施設の健全性等及びその対応方針の国民への公表と国民の理解と協力促進

 インフラメンテナンス情報ポータルサイトを開設
 全ての分野で定期的に点検を実施しており、
平成26年度の点検実施状況を横断的に公表

 インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設立に向けた意見交換会を
H27年11月から12月に実施

 インフラメンテナンスに係るグッドプラクティスのパネル展を開催中

１．施設の健全性等を正しく着実に把握するための取組
• 効率的・効果的な維持管理・更新のための技術開発等

 多くの分野で現場の実証を開始し、着実に推進
 一部の技術では、既に現場での実証を完了し、現場導入済み

• 地方公共団体等が円滑に維持管理・更新を行うための枠組みの提示
 包括的民間委託の手法について、
地方公共団体と協力して具体的な検討を実施

 本年度の下水道法改正により、下水道管理の
広域化・共同化を促進するための協議会制度を創設

• 地方公共団体等への支援
 施設管理者が一堂に会するメンテナンス会議を
道路分野に加え、港湾及び空港分野で開催

 橋梁等に対する「直轄診断」をH26年度から実施し、
本年度より修繕代行事業等を実施

３．維持管理・更新の水準を高めるための取組

「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について」 答申

「社会資本メンテナンス戦略小委員会（第２期）」において答申の施策の具体化に向けた検討に着手

「社会資本メンテナンスの確立に向けた緊急提言：民間資格の登録制度の創設について」（提言１）の公表

「社会資本メンテナンス情報に関わる３つのミッションとその推進方法」（提言２）の公表

「市町村における持続的な社会資本メンテナンス体制の確立を目指して」（提言３）の公表
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赤字：提言１、青字：提言２、緑字：提言３で施策の具体化がなされた事項
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